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「
非
常
に
難
し
い
論
点
も
あ
り
、こ
れ

ま
で
長
き
に
わ
た
り
解
決
で
き
な
か
っ
た

問
題
で
も
あ
る
。新
し
い
商
慣
習
が
建
設

業
に
根
付
い
て
現
場
で
働
く
方
々
の
処

遇
改
善
を
す
る
と
い
う
、良
い
循
環
に
つ

な
げ
た
い
」

　

九
月
十
日
、国
土
交
通
省
の
担
当
局

長
は
、中
央
建
設
業
審
議
会
の「
労
務
費

の
基
準
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
標
準
労
務
費
Ｗ
Ｇ
）」第
一
回
会
合
の

冒
頭
発
言
で
こ
う
期
待
を
込
め
た
。

　

国
交
省
幹
部
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
で
、今

後
の
取
組
み
で
生
ま
れ
る
枠
組
み
を「
新

し
い
商
慣
習
」と
表
現
し
た
の
は
、従
来

の
商
慣
習
が
否
応
な
く
一
八
〇
度
、劇

的
に
変
わ
る
か
ら
だ
。

　

具
体
的
に
は
、下
請
け
契
約
で
一
般

的
な『
材
工
一
式
』契
約
が
、『
材
工
分

実
現
を
目
指
す
。

　

二
つ
目
の
理
由
、「
縮
む
労
働
力
」は

建
設
業
界
の
努
力
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
大
き
な
難
問
だ
。「
縮
む
労
働
力
」

と
は
、生
産
年
齢
人
口
や
就
業
者
数
が

今
後
、加
速
度
的
な
勢
い
で
減
少
す
る
こ

と
に
よ
る
担
い
手
不
足
の
深
刻
化
を
示

す
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
が
、そ
の
先
に
は
別
の

課
題
も
待
ち
受
け
て
い
る
。

　
「
産
業
・
職
業
別
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
」だ
。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
三
菱
総
合
研
究
所
が

試
算
し
た「
二
〇
三
五
年
の
産
業
・
職
業

別
ミ
ス
マ
ッ
チ
」は
、事
務
職
一
八
〇
万

人
を
筆
頭
に「
余
剰
」は
四
八
〇
万
人
。

こ
れ
に
対
し「
不
足
」は
専
門
技
術
職
一

七
〇
万
人
な
ど
六
七
〇
万
人
。そ
の
結

果
、二
〇
三
五
年
の
労
働
需
給
ギ
ャ
ッ
プ

は
一
九
〇
万
人
の
不
足
、言
い
換
え
る
と

不
足
分
へ
の
対
応
が
必
要
だ
け
で
な
く
、

余
剰
の
解
消
が
ま
ず
必
要
と
な
る
。

　

だ
か
ら
政
府
は
労
働
需
給
ギ
ャ
ッ
プ

＝
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
へ
、「
三
位
一
体
の

労
働
改
革
」を
骨
太
方
針
二
〇
二
三
で
打

ち
出
し
、労
働
市
場
改
革
に
力
を
入
れ

始
め
た
。こ
こ
で
言
う「
三
位
」と
は
、①

ジ
ョ
ブ
型
人
事（
職
務
給
）導
入
、②
労

働
移
動
の
円
滑
化
、③
リ
・
ス
キ
リ
ン
グ

離
』契
約
に
変
わ
る
。し
か
し
元
請
け
と

下
請
け
に
と
っ
て
一
般
的
だ
っ
た『
材
工

一
式
』契
約
が『
材
工
分
離
』契
約
へ
選

択
の
余
地
が
な
く
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
に
対
し
、大
き
な
期
待
感
が
あ
る

半
面
、不
安
感
も
広
が
っ
て
い
る
。

　

実
際
、九
月
十
日
の
新
た
な
商
慣
習

で
あ
る「
標
準
労
務
費
」の
基
準
を
決
め

る
た
め
の
初
会
合
で
、複
雑
な
利
害
対
立

の
端
緒
が
垣
間
見
え
た
。

　

建
設
業
法
改
正
に
よ
っ
て
、中
建
審

が
標
準
労
務
費
の
基
準
作
成
と
勧
告
を

す
る
枠
組
み
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、九
月
十
日
の
Ｗ

Ｇ
。二
〇
二
五
年
十
一
月
の
中
建
審
勧
告

へ
、標
準
労
務
費
の
額
を
議
論
す
る
各
論

が
始
ま
っ
た
。

　

各
論
に
入
っ
た
途
端
、こ
れ
ま
で
以
上

に
よ
る
能
力
向
上
支
援
―
―
の
三
つ
を

指
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、「
労
働
移
動
の
円
滑
化
」

と
し
て
、▽
業
界
別
ス
キ
ル
標
準
と
評
価

制
度
に
基
づ
く
ス
キ
ル
取
得
支
援
、▽
求

人
・
求
職
情
報
の
共
有
化
―
―
な
ど
が

具
体
的
施
策
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
が
、既
に
建
設
業
界
で
は
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）の
能

力
評
価
を
各
団
体
が
行
う
ほ
か
、専
門
工

事
企
業
の
施
工
能
力
等
の
見
え
る
化
評

価
制
度
も
ス
タ
ー
ト
。産
業
・
職
業
別
レ

ベ
ル
で
の
ス
キ
ル
整
備
や
能
力
開
発
の
枠

組
み
が
整
い
つ
つ
あ
る
の
は
、建
設
業
界

の
労
働
市
場
改
革
へ
の
取
組
み
と
し
て

は
明
る
い
話
題
と
な
る
。

　

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
し
、成
長
分
野
へ

の
労
働
移
動
を
進
め
、持
続
的
な
賃
上

げ
実
現
に
よ
っ
て
、結
果
的
に
人
口
が
減

少
し
て
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）維
持

を
目
指
す
。こ
の
動
き
は「
雇
用
維
持
」

か
ら「
労
働
移
動
」を
柱
に
し
た
労
働
政

策
の
転
換
で
も
あ
る
。

ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
解
消

　

国
土
交
通
省
な
ど
行
政
と
連
携
し
て

に
利
害
対
立
の
様
相
が
垣
間
見
え
始
め

た
の
は
、「
標
準
労
務
費
」の
基
準
作
成

の
各
論
議
論
が
、民
間
発
注
者・元
請
け・

下
請
け
な
ど
当
事
者
に
と
っ
て
、そ
れ
ぞ

れ
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
問
題
を
は
ら
ん
で

い
る
か
ら
だ
。

原
点
は「
持
続
可
能
性
」

　

そ
も
そ
も
審
議
会
と
い
う
国
の
会
議

体
で「
労
務
費
の
基
準
」を
作
成
・
勧

告
す
る
の
は
、「
適
正
な
労
務
費
等
の
確

保
」と「
行
き
渡
り
」が
目
的
。こ
の
目

的
の
最
大
の
理
由
は
、「
建
設
業
が
他
産

業
よ
り
賃
金
が
低
く
、就
労
時
間
も
長
い

た
め
、担
い
手
の
確
保
が
困
難
」だ
か
ら

だ
。

　
「
担
い
手
確
保
困
難
問
題
」は
、こ
の

建
設
業
界
で
始
ま
っ
た
中
建
審
の
Ｗ
Ｇ

に
よ
る
標
準
労
務
費
基
準
作
成
議
論
の

原
点
は
、「
持
続
可
能
な
建
設
業
の
環

境
整
備
」だ
。「
持
続
可
能
性
」は
英
語

で「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
文
脈
で

使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
」は
、「
経
済
」「
社
会
」「
環
境
」

と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
、好
循
環
を
起

こ
す
取
組
み
。言
い
換
え
る
と
、サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
こ
の
三
要
素
の
な
か
で

起
き
る“
一
方
で
得
る
も
の
が
あ
れ
ば
も

う
一
方
で
失
う
も
の
が
あ
る
”「
ト
レ
ー

ド
オ
フ
」を
解
消
す
る
枠
組
み
と
も
言
え

る
。

　
『
総
論
賛
成
、各
論
で
対
立
』と
い
う

構
図
も
見
え
隠
れ
す
る「
標
準
労
務
費

作
成
議
論
」だ
が
、原
点
と
な
っ
た「
持

続
可
能
な
建
設
業
」議
論
を
踏
ま
え
れ

ば
、違
う
景
色
も
見
え
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」の
三
要
素
、

「
経
済
」「
社
会
」「
環
境
」を
、「
発
注

者
」「
元
請
け
」「
下
請
け
」や
、「
公
共

発
注
者
」「
民
間
発
注
者
」「
受
注
者
」、

「
行
政
」「
大
企
業
」「
中
小
・
零
細
企

業
」―
―
な
ど
に
置
き
換
え
る
と
わ
か
り

ま
ま
放
置
す
れ
ば
、建
設
生
産
力
い
わ

ゆ
る
供
給
力
が
縮
小
す
る
だ
け
で
な
く
、

建
設
業
が
果
た
し
て
き
た『
地
域
の
守
り

手
』と
い
う
大
き
な
役
割
も
果
た
せ
な
く

な
る
こ
と
が
大
き
な
問
題
だ
っ
た
。更
に

時
間
外
労
働
規
制
な
ど
働
き
方
改
革
へ

の
対
応
が
こ
の
問
題
の
深
刻
化
に
拍
車

を
か
け
た
。

　

担
い
手
確
保
困
難
問
題
の
理
由
は
大

き
く
分
け
て
二
つ
。一
点
目
は
賃
金
や
労

働
時
間
な
ど「
建
設
業
の
処
遇
改
善
」の

問
題
。こ
れ
は
政
府
が
進
め
る
賃
上
げ
に

よ
る
好
循
環
取
組
み
を
建
設
業
で
も
進

め
て
い
る
真
最
中
。ま
た
、供
給
力
に
直

結
す
る
技
能
労
働
者
の
賃
金
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、九
月
初
会
合
の
中
建
審
Ｗ
Ｇ

で
、標
準
労
務
費
基
準
作
成
・
勧
告
と
い

う
形
で
ア
ッ
プ
し
た
賃
金
の
行
き
渡
り

や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。い
ず
れ
に
し
て

も
、ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
解
消
し
な
け
れ
ば

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
＝
持
続
可
能
性
」

は
実
現
で
き
な
い
。

　

た
だ
、今
後
行
わ
れ
る
議
論
の
論
点
に

は
、立
場
に
よ
っ
て
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関

係
に
あ
る
も
の
が
あ
る
。だ
か
ら
こ
れ
ま

で
議
論
の
俎
上
に
は
何
度
も
上
り
な
が

ら
実
現
し
な
か
っ
た
。し
か
し
今
、こ
れ

ま
で
建
設
産
業
界
で
議
論
さ
れ
な
が
ら

実
現
し
な
か
っ
た
、重
層
下
請
け
構
造
是

正
に
伴
う
新
た
な
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム

構
築
が
、担
い
手
確
保
へ
向
け
た
取
組
み

の
な
か
で
動
き
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

担
い
手
確
保
の
取
組
み
が
、政
府
主

導
で
各
産
業
別
に
始
ま
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
れ
ば
、建
設
業
界
に「
新
た
な
商
慣

習
」を
も
た
ら
す「
標
準
労
務
費
導
入
・

浸
透
」は
、今
後
の
建
設
産
業
再
生
の
た

め
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
ず
は
、様
々
な
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
解

消
へ
集
中
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」＝「
標
準
労
務

費
」に
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
解
消
し
、こ

れ
ま
で
の
対
立
か
ら
協
調
へ
と
変
え
る
力

を
持
っ
て
い
る
と
信
じ
た
い
。
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